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敷地南側から見た外観イメージ



平成29年に策定、令和5年に改定された「小郡市新体育館建設基本計画」
を踏まえ、具体的な実現に向けて基本設計をまとめました。

①日常のスポーツ活動を支援する施設づくり

②身近なスポーツ大会が開催できる施設づくり

③スポーツによる交流やイベントの拠点としての施設づくり

④競技者にも環境にも優しい施設づくり

⑤災害時における防災拠点としての施設づくり

令和4年度　小郡市新体育館建設基本計画(改定版)
「市民が活動の主体となる体育館」

設計コンセプト
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健康増進を育む『七夕アリーナ ( 仮称 )』

「七夕アリーナ」 7つの構成要素

公共施設が集積する市の中心部に、宝満川流域の 恵まれた自然環境を活かし、健康的な活動を通じて交流できる体育施設を計画します。
「七夕=出会いの象徴」として、「天の川テラス」を  はさんで、アリーナ棟と多目的棟が向かい合います。
７つの構成要素で屋内外の多彩な活動をつなぎ、 交流を生み出す「七夕の里・おごおり」にふさわしい健康増進の場とします。

　  ウェルネスプラザ
アプローチ広場と 2 棟のエントランス
ホールが一体となった屋内外にまたが
る多目的な活動の広場。
　  天の川テラス
アリーナ棟と多目的棟を分かりやすく
区分し、2棟の活動が混ざり合う。活発
な屋外空間が大板井駅や高架下遊歩道
と国道を縦につなぐ。
　  アスリートモール
競技者のための機能室 (更衣室など )
と動線を一直線で横につなぐ。
観戦する人にも分かりやすい動線。

　  メインアリーナ
一番大きなボリュームとして遠方からのラ
ンドマークとなる。
　  多目的ホール
メインアリーナと向きを揃え、明快な動線
でつなぐ連携しやすい配置。
　  活動室
活動室をボリュームとして視覚化し、スポー
ツや多様な利用を喚起する。
　  武道場・弓道場
築地川の流れに沿って、武道場と弓道場を
積層して独立配置し、緑豊かで落ち着いた
環境をつくり出す。
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計画概要

国道500号国道500号

三井消防署三井消防署

高架下遊歩道高架下遊歩道

大板井駅大板井駅

弓道場
武道場
弓道場
武道場 天の川

テラス
天の川
テラス

職員駐車場職員駐車場

築地川築地川

アスリートモールアスリートモール

メインアリーナメインアリーナ 多目的ホール多目的ホール

活動室活動室

車いす
駐車場
車いす
駐車場

駐輪場駐輪場

ウェルネス
プラザ
ウェルネス
プラザ

防災ひろば
(一般駐車場)
防災ひろば
(一般駐車場)
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計画地　　福岡県小郡市大板井279番地－1

敷地面積　12,700㎡　　

用途地域　第一種住居地域　※準住居地域へ変更予定

建ぺい率　　60％

容積率　　200％

道路斜線　傾き1.25

隣地斜線　20m+傾き1.25

日影規制　測定水平面4m

　　　　　隣地境界線より　5m超5ｈ、10m超3ｈ

前面道路　南側：国道500号 鳥栖甘木線　北側：甘木鉄道線大板井駅高架

　　　　　西側：隣地境界(住居) 　　　　  東側：隣地境界(三井消防署)

周辺施設　①三井消防署　②甘木鉄道大板井駅　③小郡警察署

　　　　　④小郡市立図書館　⑤小郡市文化会館　⑥小郡市生涯学習センター

主要用途　①アリーナ棟　　　観覧場

　　　　　②多目的棟　　　　集会場

建築面積　①アリーナ棟　　3,296㎡　

　　　　　②多目的棟　　　1,788㎡

　　　　　　　　　　　　計5,084㎡　

延床面積　①アリーナ棟　　4,018㎡　

　　　　　②多目的棟　　　2,372㎡

　　　　　　　　　　　　計6,390㎡

建ぺい率　　40.1％

容積率　　　50.4％

階数　　　　地上2階

構造　　　①アリーナ棟(メインアリーナ)

　　　　　　下部架構：RC造　屋根架構：鉄骨造

　　　　　②アリーナ棟(武道場・弓道場・その他)

　　　　　　RC造

　　　　　③多目的棟(多目的ホール)

　　　　　　下部架構：RC造　屋根架構：鉄骨造

　　　　　④多目的棟(その他)

　　　　　　RC造

最高高さ　①アリーナ棟　　16.1m

　　　　　②多目的棟　　　16.1m

駐車台数　①利用者　：158台(②含む)

　　　　　②思いやり：4台

　　　　　③職員　　：7台

　　　　　④駐輪　　：50台

電気設備

　　受変電設備　１回線受電　470kW　

　　発電機設備　ディーゼル　250kVA

　　その他　　太陽光発電設備　蓄電池設備　照明設備　

　　　　　　　放送設備　電話設備　等

機械設備　

　　熱源設備　アリーナ棟：電気

　　　　　　　多目的棟　：電気

　　空調設備　床吹出空調＋壁放射パネル

　　　　　　　ファンコイルユニット　個別パッケージ空調等

　　換気設備　外気処理空調機

　　給水設備　受水槽+加圧給水ポンプ

　　排水設備　汚水・雑用水合流

　　その他　　給湯設備　消火設備　等

(1)敷地概要 (2)建築概要

(3)事業スケジュール

計画概要
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2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度

実施設計

実施設計

工事 アリーナ棟
オープン
アリーナ棟
オープン発注

発注 工事

基本設計アリーナ棟・多目的棟
基本設計

アリーナ棟
実施設計

アリーナ棟
建設工事

多目的棟
実施設計

多目的棟
建設工事

多目的棟
オープン
多目的棟
オープン
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・国道500号に向けて間口を広く確保し、アリーナ棟と多目的棟の2棟に囲まれた「ウェ
ルネスプラザ」が利用者を分かりやすく迎え入れます。
・メインアリーナと多目的ホールは甘木鉄道と平行に向きを揃え、鉄道や高速道路からの
見え方に配慮します。
・建物のボリュームを各機能毎に分節することで、周辺の景観になじませつつ、親しみや
すい空間をつくります。
・武道場・弓道場は、騒音の大きい高速道路・鉄道から離し、築地川に沿って独立させて
配置します。「和」の雰囲気を持つ外観が小郡駅方面に向けた「顔」となります。

ウェルネスプラザ

天の川テラス

高架下遊歩道

防災ひろば
(駐車場)

・アプローチ広場として、整形でまとまったスペースを確保します。大
会開催時も大人数が往来でき、様々なイベントにも対応が可能です。
・ウェルネスプラザから天の川テラスまで連続する空間を活かし、フリ
ーマーケットや屋台、屋外ギャラリーなど、ストリート状の賑わいを
生み出すイベントも可能です。

・メインアリーナと多目的ホールに面した開口部を設け、活動風景を見
ながら散策できます。
・競技エリアから直接出られる縁側のようなスペースとして、クールダ

ウンやウォーミングアップなども可能です。
・モルックなどができるフラットな芝生のエリアを設けます。

・大板井駅や高架下遊歩道、南北のテラス等、周辺交通を含めた立体的
な回遊性を生み出します。

・防災ひろばでは、広いスペースを活かして、市民と消防隊員が一体と
なって、豊富な種類の訓練・見学・体験を同時に行えるイベントが開
催できます。（ウェルネスプラザを臨時駐車場に利用可）
・「楽しく体を動かすこと」と「体を養い災害に備えること」を結びつ
けることで、市全体の防災意識を高めます。

・ウェルネスプラザに沿った庇や建物の軒により、敷地入口からの歩行動線、駐輪場、思
いやり駐車場、車寄せなどから雨に濡れず、快適にバリアフリーにアクセスできます。
・利用者用駐車場は東側にひとまとまりで計画し、明確に歩車分離します。多目的棟の駐
車場側にサブエントランスを設け、駐車場から建物への動線に配慮します。
・国道500号からウェルネスプラザ・天の川テラスを通して、高架下遊歩道や駅へと歩
行者動線を分かりやすくつなぎ、まちの回遊性を高めます。
・建物の北側と西側にも散策路として通路を設け敷地内を一周できる計画とします。管理
車両や災害時の搬入車両動線などにも活用します。

多目的な活動と交流の場となる「ウェルネスプラザ」を起点として、
施設の「顔」をつくります。
さらに、「ウェルネスプラザ」と分節された各室を機能的につなぎ、
日常的に通いたくなる施設づくりを目指します。

1. 基本方針　― 屋内外の多彩な活動をつなぎ交流を生み出す

2. 配置計画　― 全周囲に親しみやすい施設の顔をつくる

3. 外部動線計画　― 分かりやすく利用しやすいアプローチ

4. 外構計画　― 多様な活動ができる屋内外の『ひろば』をつくる

配置計画 / 動線計画
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車寄せ
出入口

出入口

出入口

敷地内を
一周可能

通用口

搬入口

職員用
駐車場
(7台) 思いやり

駐車場
(4台)

思いやり
駐車場
(4台)

防災ひろば
利用者駐車場

(154台+思いやり4台)

防災ひろば
利用者駐車場

(154台+思いやり4台)

メインアリーナメインアリーナ

天の川
テラス
天の川
テラス

多目的ホール多目的ホール

北ブリッジ(2階)北ブリッジ(2階)

中央ブリッジ(2階)中央ブリッジ(2階)

南ブリッジ(2階)南ブリッジ(2階)

甘木鉄道高架下遊歩道甘木鉄道高架下遊歩道

活動室活動室

武道場武道場
▲▲

▲▲

▲▲

△△

▲▲

搬入口

遊歩道・搬入動線

▲▲

アスリートモールアスリートモール

高速バス乗り場高速バス乗り場

大板井駅大板井駅

ウェルネス
プラザ
ウェルネス
プラザ

駐輪場駐輪場

歩行者動線歩行者動線凡例凡例 車両動線車両動線
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事務室

機械室 器具庫
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男子更衣
トイレ

シャワー

観覧席収納庫

[車寄せ]
▲

男子更衣
トイレ

シャワー

[利用者駐車場]
(154台+思いやり4台)

[職員駐車場]
(7台)
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[散策路](管理車両・搬出入車両動線)

[中庭]

[中庭]

[控
え
ス
ペ
ー
ス
]

器
具
庫

PS

可
動
間
仕
切
り

[可
動
間
仕
切
り
]

みまもり
室

風除室

風除室
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収納 機械室

[甘木鉄道敷地内整備] [甘木鉄道敷地内整備][甘木鉄道敷地内整備]

授乳室

清掃員
控室

こども
トイレ

メインアリーナ(1)

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ
ﾄｲﾚ バリアフリー

トイレ
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EPS
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女子更衣
トイレ

シャワー

EV
EV

柔
道
場

[展
示
ケ
ー
ス
]

みまもり室

機械室

築地川に向けて開放的な
空間としつつ、落ち着い
た環境の中で武道に集中
できる場
瞑想やヨガ等のイベント
にも活用でき、メンタル
ヘルスも含めた「健康づ
くり」の場にもなる

建物中央にロッカー・シ
ャワー・トイレを集約し
、利用しやすい計画
シャワー・トイレは男女
の比率が変更可能なレイ
アウト

ハイサイドライトや壁面
の窓からの自然採光によ
り、日常的な省エネと停
電時の明るさを確保

大会時の本部室や救護室
等、多目的に利用可能な
会議室

防球ネットを兼ねた可動
スクリーンの導入により
分割利用時の安全性・プ
ライバシーの向上を図る

出入口近くに収納や観客
・選手用の控えスペース
を確保

メインアリーナ・多目的
ホール共に南北軸コート
の競技がしやすい環境

演奏会や演劇などに対応
し、収納可能なステージ
や移動観客席(ロールバ 
ックチェア)を導入

大会等の際にメインアリ 
ーナ・多目的ホールを往
来しやすいよう、天の川
テラスに向けて出入口を
設ける計画

障がい者スポーツの際に
介助者の待機場所として
の利用や観覧が可能なみ
まもり室

アスリートモールを中心
に2棟が同様な構成とな 
っていることで、一体利
用する際も利用者が分か
りやすい計画

多目的棟の単独開館にも
対応できる受付カウンタ 
ーブースをエントランス
ホールに設置

室外から活動の様子を感
じられるガラス張りの活
動室
屋外に広く開放できる建
具とすることで、イベン
ト時に屋内外での連携利
用に対応

平面計画 / 1階
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S=1:500

アリーナ・多目的ホール

活動室

武道場・弓道場

事務室・会議室

一般利用居室

共用部

バックヤード
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A5

A2

A1

B2

B1

B3
X9 X10'

X11

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8 Y8

Y2

Y1 Y1

A6

役員・審判・来賓等の控
室を兼ねる会議室
可動間仕切りにより分割
可能

可動間仕切りの開閉によって
部屋の広さを変更し、様々な
活動に対応可能

ウェルネスプラザに面してテ
ラスやブリッジを設け、活動
が視覚的につながる計画
ウェルネスプラザでのイベン
ト時には、観覧席としても利
用可能

弓道場は南向きに矢を射
る最善の配置

公式試合の際に1.8m間
隔を確保して5人立ちで
きる寸法を確保
1.5m間隔とすることで
6人立ちでの練習に対応

屋内にもウォーキングコース
を設けることで、体力や健康
状態、天候に応じて選択可能
試合前のウォーミングアップ
等にも利用可能

ウォーキングコースとつ
ながり、屋外階段を設け
ることで敷地全体の回遊
性が向上
避難動線としても機能

弓道場との階高の違いを
解消しつつ、屋内外でつ
ながり憩いの場となるラ
ウンジと階段状のテラス

アスリートモールとして2棟
を屋根付きでつなぐ主要動線
となる
2棟間の設備配管ルートとし
ても活用

平面計画 / 2階

小郡市新体育館建設　基本設計説明書 A-06
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2FL+1.5

2FL

2FL+0.75

2FL

2FL

2FL

2FL

2FL

2FL+1.3

2FL+1.2

2FL+1.2

2F
L+
1.
2

2FL

E
P
S

[矢
道
]

器
具
庫

メインアリーナ
上部

[南観客席]
86席+車いす4席

電気室

[北観客席]
125席

会議室

[南ブリッジ]

活動室(3)

活動室(2)

射
場

的
場

師
範
席

弓
道

控
室

着
的
所

男子
トイレ

授乳室
[中央ブリッジ]

[北ブリッジ]

会議室

男子トイレ

[ラウンジ]
(踊場)

[
西
通
路
]

[
東
通
路
]

[可動間仕切り]

[可動間仕切り]

駐輪場
屋根

多目的ホール
上部

室外機置場

収納 機械室

車
い
す
駐
車
場

屋
根

DS

機械室

DS

[矢
取
道
]

ホール

階段 階段

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ
ﾄｲﾚ EV

女子
トイレ

[南テラス]

[南テラス]

[北テラス] [北テラス]

[
東
テ
ラ
ス
]

女子トイレ

EPS 授乳室

[玄
関
]

[ス
ロ
ー
プ
]

[ス
ロ
ー
プ
]

階段

ホール

EPS発電機室

更
衣
室

観覧
スペース

EV

収納

庇

[
屋
外
階
段
]

庇

室外機置場

アリーナ棟[A] 多目的棟[M]

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

バリアフリー
トイレ

[屋
外
階
段
]

[
屋
外
階
段
]

アリーナ・多目的ホール

活動室

武道場・弓道場

事務室・会議室

一般利用居室

共用部

バックヤード



立面計画
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1FL▽
TP14.6

2FL▽

多目的棟
R1FL▽

多目的棟
最高高さ▽

▽1FL

▽2FL

　アリーナ棟
▽1RFL

　アリーナ棟
▽最高高さ

1FL▽
TP14.6

2FL▽

アリーナ棟
RFL▽

アリーナ棟
最高高さ▽

3FL▽

▽1FL

▽2FL

　多目的棟
▽2RFL

　活動室
▽最高高さ

　多目的棟
▽最高高さ

▽3FL
3FL▽

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

X1X2X3X4X5X6X7X8X9X10X11

北立面図

南立面図
(アリーナ棟Y2通り)

1FL▽
TP14.6

2FL▽

▽3FL

TP14.6
▽1FL

▽2FL

アリーナ棟
▽1RFL

アリーナ棟
▽最高高さ

▽1FL
TP14.6

▽2FL

多目的棟
▽1RFL

多目的棟
▽最高高さ

1FL▽

2FL▽

　多目的棟
2RFL▽

　活動室上部
最高高さ▽

Y3YYY'3Y'2Y'1 Y8Y6Y5Y4 Y7

▽3FL
3FL△

Y8Y6Y5Y4Y3 Y9Y2 Y7Y1

▽3FL

アリーナ棟
東立面図

多目的棟
東立面図

1FL▽
TP14.6

武道場
2FL▽

武道場
RFL▽

武道場
最高高さ▽

1FL▽
TP14.6

武道場
2FL▽

武道場
RFL▽

武道場
最高高さ▽

2FL▽

1FL▽
TP14.6

武道場
2FL▽

武道場
RFL▽

武道場
最高高さ▽

2FL▽

B2B1 B3

Y1

X5

TP14.6
▽1FL

▽2FL

▽3FL

1FL▽
TP14.6

2FL▽

B2 B1B3Y1X5

TP14.6
▽1FL

武道場
▽RFL

武道場
▽最高高さ

武道場
▽2FL

3FL▽

A4A5 A3 A2 A1A6

A AAAA A

1FL▽
TP14.6

武道場
2FL▽

武道場
RFL▽

武道場
最高高さ▽

1FL▽
TP14.6

武道場
2FL▽

武道場
RFL▽

武道場
最高高さ▽

2FL▽

1FL▽
TP14.6

武道場
2FL▽

武道場
RFL▽

武道場
最高高さ▽

2FL▽

B2B1 B3

Y1

X5

TP14.6
▽1FL

▽2FL

▽3FL

1FL▽
TP14.6

2FL▽

B2 B1B3Y1X5

TP14.6
▽1FL

武道場
▽RFL

武道場
▽最高高さ

武道場
▽2FL

3FL▽

A4A5 A3 A2 A1A6

A AAAA A

Y Y Y Y YY Y

TP14.6
▽1FL

▽2FL

▽3FL

1FL▽
TP14.6

2FL▽

多目的棟
1RFL▽

多目的棟
最高高さ▽

▽1FL

▽2FL

　多目的棟
▽2RFL

　活動室
▽最高高さ

△3FL

Y

1FL▽
TP14.6

2FL▽

アリーナ棟
RFL▽

アリーナ棟
最高高さ▽

3FL▽

Y3 Y'5 Y'4 Y'3 Y'2 Y'1Y8 Y6 Y5 Y4Y9 Y7

　多目的棟
▽最高高さ

3FL▽

アリーナ棟
西立面図

多目的棟
西立面図

武道場
西立面図

武道場
南立面図

❶

❶：RC打放し+DP
❷：RC打放し(ウォータージェット工法)+DP
❸：カラーガルバリウム鋼板(横葺)
❹：カラーガルバリウム鋼板(折板)
❺：アルミサッシ
❻：鋼製建具(DP)

ウォータージェット工法のイメージ カラーガルバリウム鋼板(横葺)のイメージ

❷ ❸

❶ ❺❷ ❹

❺ ❻ ❶ ❷ ❸ ❺

❷ ❸ ❺

❶ ❷ ❸ ❺

小郡市景観計画の方針に沿い、周囲の景観との調和に配慮した外観とします。
・2棟それぞれをさらに2つのボリュームに分節し、同じデザインの形態とすることで、4つのかたちが寄り添い合う「建物群」としての外観をつくります。
・ボリュームの分節と傾斜屋根により、周辺建物のスケールに合わせ、宝満川へと至る田園の景観になじませます。
・モノトーンを基調としたシンプルな色彩とすることで、周辺の景観に調和させます。



Y3 Y2 Y1 Y'2 Y'1

Y8 Y6 Y5 Y4 Y2 Y1Y7

Y6 Y5 Y4Y8 Y7

Y3

Y'3

1FL▽
TP14.6

2FL▽

アリーナ棟
RFL▽

アリーナ棟
最高高さ▽

3FL▽

TP14.6
▽1FL

▽2FL

 アリーナ棟
▽RFL

 アリーナ棟
▽最高高さ

▽3FL

1FL▽
TP14.6

2FL▽

多目的棟
1RFL▽

多目的棟
最高高さ▽

▽1FL

▽2FL

　多目的棟
▽2RFL

　活動室上部
▽最高高さ

3FL▽

　多目的棟
▽最高高さ

△3FL

20％

居住域:
壁放射空調
居住域:
壁放射空調

居住域：壁放射空調居住域：壁放射空調

多目的ホールメインアリーナメインアリーナ

観客席観客席

可動スクリーン
で分割利用可能

12.5mを
確保

天の川
テラス

防災ひろば

LCC
パッシブルーフ(風・光)
風：東西南北の季節風を導入(足元の給気窓と連動)
し、空気の流れをつくり、体感性を向上
小型の排気ファンを設置

光：ハイサイドライトから間接採光

競技を邪魔しない壁放射空調
壁面からの放射熱で居住域空調を行う
パネル背面にファンを仕込み、
クールスポットとしても機能させる

LCC

LCC

換気窓(給気)
1,2階に設けた窓で、
季節・気候に応じた
方位からの風を取り
込む

環境
鋼管杭
地下水への影響を考慮
し、杭の仕様を選定

LCC
庇
構造体を利用した庇
1階外周部の通路を雨
に濡れず通行可能

環境
環境配慮材料を使用
RC造部分：環境配慮型コンクリ
ートの採用を検討
S造部分：電炉材の採用を検討

LCC
外壁：高断熱
開口部を抑え、高断熱化
光や音の漏れを抑制

LCC
屋根：断熱二層構成
構造体に遮熱・排熱機能を
付加し、日射負荷を80％削減

LCC
防災

環境

ライフサイクルコスト低減手法
防災拠点機能向上の手法

環境配慮の手法

LCC 防災
太陽光発電+蓄電池
コンセント・照明と稼働率の高い
各施設の共用部で電力利用
ピーク負荷抑制

防災
消防と連携する防災ひろば
日常的な消防訓練イベント＋
災害時の災害活動スペース

防災
地盤レベル
1Fレベルを50cm程度
上げて浸水に備える

1. 環境配慮 (ZEB Ready の達成）

2. 断面計画の方針

・様々な競技やイベント利用に対して快適な室内環境と省エネルギー性能を両立させます。
・九州圏内の市町村保有体育施設としては初 *のZEB Ready(一般的な集会施設のエネルギー消費量と比較して、一次エネルギー消費量を50％以上削減 )認証取得を目指します。
・自然エネルギーを活用することで、ライフサイクルコストを低減するだけでなく、施設の自立性を高め、災害時の強靭性も高めます。

・建物全体として高さを可能な限り低く抑え、周辺に対して圧迫感のない施設となるよう配慮しつつ、各機能に合わせた天井高さを確保します。
・メインアリーナや多目的ホールの天井高さは、頂部においてバレーボール公式規格による12.5ｍを確保できる計画とします。
・武道場の天井高さは、4.0m を確保できる計画とします。
・中会議室や活動室など、面積の広い居室については、天井高さを 3.0m 以上確保し、様々な活動に対応可能な計画とします。
・その他の居室や更衣室なども天井高さを 2.7m 程度確保し、圧迫感無く利用できる計画とします。

＊国土交通省 建築物におけるZEB事例研究（令和６年６月）を参照とした。

断面計画

小郡市新体育館建設　基本設計説明書 A-08
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多目的ホール

活動室

一般利用居室

共用部

バックヤード



・基本計画にて示された各競技のコート数に基づき、メインアリーナ及び多目的ホールでのレイアウトを検討しました。

競技面レイアウト検討

小郡市新体育館建設　基本設計説明書 A-09



　 災害対策基本法第２条第４号に規定する指定地方行政機関（以下「指定
地方行政機関」という。）であって、２以上の都府県又は道の区域を管轄区域
とするものが使用する官庁施設及び管区海上保安本部が使用する官庁施設

　 東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県、愛知県、大阪府、京都府及び兵庫県
並びに大規模地震対策特別措置法（昭和５３年法律第７３号）第３条第１項に
規定する地震防災対策強化区域内にある（２）に掲げるもの以外の指定地方
行政機関が使用する官庁施設

（２）及び（３）に掲げるもの以外の指定地方行政機関が使用する官庁施設
並びに警察大学校等、機動隊、財務事務所等、河川国道事務所等、港湾事
務所等、開発建設部、空港事務所等、航空交通管制部、地方気象台、測候
所、海上保安監部等及び地方防衛支局が使用する官庁施設

　 災害対策基本法（昭和３６年法律第２２３号）第２条第３号に規定する指定
行政機関が使用する官庁施設（災害応急対策を行う拠点となる室、これらの
室の機能を確保するために必要な室及び通路等並びに危険物を貯蔵又は
使用する室を有するものに限る。以下（２）から（１１）において同じ）

(1)

　 石油類、高圧ガス、毒物、劇薬、火薬類等を貯蔵又は使用する官庁施設
及びこれらに関する試験研究施設として使用する官庁施設

（１）から（１１）に掲げる官庁施設以外のもの

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

 病院であって、災害時に拠点として機能すべき官庁施設

 病院であって、（５）に掲げるもの以外の官庁施設

　 学校、研修施設等であって、災害対策基本法第２条第１０号に規定する地
域防災計画において避難所として位置づけられた官庁施設（（４）に掲げる警
察大学校等を除く。）

　 学校、研修施設等であって、（７）に掲げるもの以外の官庁施設（（４）に掲
げる警察大学校等を除く。）

 社会教育施設、社会福祉施設として使用する官庁施設

　 放射性物質若しくは病原菌類を貯蔵又は使用する施設及びこれらに関す
る試験研究施設として使用する官庁施設

(8)

(9)

(10)

(11)

(12)

Ⅰ
類

Ａ
類

甲
類

Ⅱ
類

Ａ
類

甲
類

乙
類

Ⅰ
類

甲
類

Ⅰ
類

Ａ
類

甲
類

Ⅱ
類

Ａ
類

甲
類

Ａ
類

Ａ
類

Ｂ
類

Ⅱ
類

Ａ
類

耐震安全性
の分類

対　 　象　 　施　 　設

甲
類

乙
類

Ⅱ
類

Ｂ
類

乙
類

構
造
体

造建
部築
材非

 構

建
築
設
備

Ⅱ
類

Ⅲ
類

流し台

1C1
1200
750

1C1
1200
750

1C3A
1200
750

1C2A
750
750

1C2A
750
750

1C2A
750
750

1C2A
750
750

1C2A
750
750

1C3A
1200
750

1C3A
1200
750

1C3A
1200
750

1C3A
1200
750

1C3A
1200
750

1C1
1200
750

1C1
1200
750

1C1
1200
750

1C1
1200
750

1C1
1200
750

1C1
1200
750

1C1
1200
750

1C1
1200
750

1C1
1200
750

1C1
1200
750

1C2A
750
750

1C2A
750
750

1C2A
750
750

1C2A
750
750

1C2A
750
750

1C3
750
750

1C3
750
750

1C3
750
750

1C3
750
750

1C3
750
750

1C3
750
750

1C1
1200
750

1C1
1200
750

1C1
1200
750

1C1
1200
750

1C1
1200
750

1C1
1200
750

1C1
1200
750

1C1
1200
750

1C1
1200
750

1C1
1200
750

1C1
1200
750

1C1
1200
750

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

1
2

1
1

アリーナ棟

武道場棟

多目的棟

・本建物は、体育館施設として求められる機能性・快適性・安全性を確保するとともに、経済性・耐久性・施工性を

十分に考慮して設計します。

・災害時における安全性に関しては、人命確保はもちろんのこと、一時滞在施設として機能できる建物とします。

■アリーナ棟

・構造形式：耐震構造

・架構形式：耐震壁付きラーメン構造

・構造種別： 下部架構：RC造（一部SRC造）、屋根架構：鉄骨造

・基礎形式：杭基礎

■武道場棟

・構造形式：耐震構造

・架構形式：ラーメン構造

・構造種別： RC造

・基礎形式：杭基礎

■多目的棟

・構造形式：耐震構造

・架構形式：耐震壁付きラーメン構造

・構造種別： 下部架構：RC造（一部SRC造）、屋根架構：鉄骨造

・基礎形式：杭基礎

2-1.  耐震安全性の目標

・上部構造の地震時における耐震安全性の目標は、大地震後、構造体の大きな補修をすることなく建築物を使用できる

こととし、人命の安全確保に加えて機能確保が図れるものとします。

（耐震安全性の分類：Ⅱ類　重要度係数1.25倍とします。（※1））

・基礎構造は、沈下等の障害を生じさせることなく上部構造の機能確保に有害な影響を与えないものとし、かつ耐久性

・経済性のバランスがとれた形式とします。

(※1：官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説より)

2-2.  構造システム

・構造システムとしては、耐震性能とコストを考慮し、「耐震構造」を採用します。 概略平面図

1. 構造計画の基本方針

2. 耐震安全性の目標と構造システム

3. 各棟の構造計画の概要

構造計画概要(1)
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床・小梁用 大梁用 地震力用

1,000 0 0

3,500 3,200 2,100

3,500 3,200 2,100

3,500 3,200 2,100

7,400 5,300 4,800

2,900 1,800 800

3,500 3,200 2,100

3,500 3,200 2,100

7,800 6,900 4,900

38,000 8,700 8,000

エントランス、WC

器具庫

機械室※1

剣道場、武道場、矢道、射場

テラス

用途

会議室、事務室、

金属屋根

アリーナ、多目的ホール、活動室

観客席、観覧スペース

観覧席収納庫

（1）地震力の算定方法

Ci ＝ Z・Rt・Ai・C0

Qi  ：i階に生じるせん断力

Ci  ：i階の地震層せん断力係数

Z  ：地域係数（Z＝1.0）

Rt  ：振動特性係数（固有周期による）

Ai  ：高さ方向の層せん断力分布係数

C0 ：標準せん断力係数（C0＝0.2）

必要保有水平耐力の算定

Qu≧I・Qun

Qun ＝ Ds・Fes・Qud

Qud ＝ Z・Rt・Ai・C0・Wi

Qu：保有水平耐力

（RC・SRC造より、崩壊メカニズムまたは

層間変形角が1/200に達した時）

Qun：必要保有水平耐力

Qud：地震力によって各階に生ずる水平力

Ds：構造特性係数

Fes：各階の形状係数

C0：標準せん断力係数（C0＝1.0）

I：重要度係数（Ⅱ類：1.25）

Wi：i階より上の部分の建築物の重量の和

（2）風圧力

基準風速：V0＝32m/s

地表面粗度区分：Ⅲ 

再現期間：100年

（3）積雪荷重

積雪の単位荷重：20N/cm/m2（非多雪区域）

垂直積雪量：25cm

（4）積載荷重

※1. 機械室、観覧席収納庫は実情の重量を考慮して実施設計にて最終決定します。

（5）. 構造計画の基本方針

鉄骨：SS400、SN400、SN490

鉄筋：SD295、SD345、SD390

コンクリート：Fc＝24N/mm2以上

※各使用材料の強度・材種については、実施設計時の解析結果により決定します。

（6）. 設計上準拠する基準や指針

① 建築基準法・同施行令・告示等

② 2020年版建築物の構造関係技術基準解説書

③ 建築構造設計基準及び同解説（国土交通省）※1.

④ 官庁施設の総合耐震計画基準（国土交通省）

⑤ 官庁施設の基本的性能に関する技術基準及び同解説（国土交通省）

⑥ 建築構造設計指針　平成21年版（文部科学省）

⑦ 鋼構造設計規準（日本建築学会）

⑧ 鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説（日本建築学会）

⑨ 建築基礎構造設計指針（日本建築学会）

⑩ 建築物荷重指針・同解説（日本建築学会）

⑪ 2018年版　冷間成形角形鋼管設計・施工マニュアル（日本建築センター)

⑫ 地震力に対する建築物の基礎の設計指針（日本建築センター）

※1.大地震時の変形制限については非構造部材および建築設備の変形追従を確認することで対象外とする。

4. 構造計画

構造計画概要(2)
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場     所 制  御  方 法 

トイレ、給湯室、倉庫等 人感センサー 点滅制御  

建物内共用部等  タイムスケジュール制御、集中管理制御 

事務室、採光の十分な居室等  昼光利用制御、初期照度補正制御  

１．電気設備基本方針

・電気設備の計画においては、体育施設として利用しやすく、多彩な活動を支援することで、市民が集まる

魅力的な施設とするべく、以下の方針に基づき計画します。

　①市民の交流を生み出す、誰もが利用しやすい体育施設設備計画

　②多様な活動を支える設備機能で施設の魅力を向上

　③省エネルギー化（ZEB）を徹底させ、経済的にも利用しやすい施設づくり

　④災害時には避難所として安心して集える機能の確保

　⑤維持管理の容易性を追求し、維持費を抑えて長く利用できる設備計画

２．電力設備計画
（１）受変電設備

・電力会社より敷地南側の国道500号から架空にて6.6kV電力を引込み、必要電圧に降下し、建物各所に

電力供給を行います。

　①受電方式

・高圧（3Φ3W6.6kV60Hz）1回線を引込み、2階電気室にて受電します。

　②想定負荷容量及び最大電力量

　想定総変圧器容量：600kVA程度、想定契約電力：250kW程度

（２）発電設備

（２-１）非常用発電設備

・商用電力停電時対策として、非常用発電機と燃料タンクを2階発電機室に設けます。

・建築基準法・消防法で必要となる負荷の他、災害活動時に必要な負荷に電源を供給します。

　①発電機仕様

　・容量  200～250kVA程度を想定

　・連続運転時間 72時間

　・燃料タンク  72時間の場合は燃料槽（3000L＋950L程度）、軽油

　②想定負荷概要

　・被災者受入れ室用の照明・コンセント・空調・給水排水負荷

　・活動拠点業務に必要な通信機器の電源

　・消防設備負荷、建物管理機器の電源

（２-２）太陽光発電設備

・日中晴天時の発電電力を施設内の照明・コンセントに供給し、施設の消費電力の削減を図ります。

・太陽光パネルは、採光条件が良いアリーナ屋根（50kW）と駐輪場屋根（10kW）に配置します。

・太陽光発電容量と合わせて、蓄電池利用についても検討します。

（4-3）コンセント設備

・各所に設置される機器等への電源供給を行います。

・アリーナや多目的ホールは、防球対応を行い破損しにくい取付方法とします。

（4-4）非常照明・誘導灯設備

・建築基準法に準拠し、各所に適切な非常照明を計画します。

・非常照明は交換が容易な蓄電池内蔵型を基本としますが、蓄電池の交換が困難な高天井部分は蓄電池別置型に

して使い分けを行います。

（５）舞台照明設備

・多目的ホールでの、イベント対応として舞台付近を演出するスポットライト等の演出照明設備を設置します。

・ステージ部分は、専用の器具を常設することで運用を容易にし、防球対策を行います。

・光源は全てLEDとし、省エネ化を図ります。

（３）幹線動力設備

・ケーブルはEM-CETケーブルを使用し、天井裏のケーブルラック方式を基本として各所へ配線します。

・エネルギー管理の為の区分計量を行い、エネルギーの有効利用を可能とします。

（４）電灯コンセント設備

（4-1）電灯設備

・照度設定はJISに準拠して設定しますが、建物のエネルギー消費量を決める重要な要素であり、用途に適した必

要十分な低めの設定を行うことで、イニシャル・ランニングコストを抑えることが可能です。

・窓開口が多いことから、自然採光を有効に活用する為に、昼光センサーを全面的に採用し、初期照度補正を含め

て、省エネ性能を向上させます。

・照明器具は全て省電力で長寿命なLEDで計画します。

（4-2）照明制御設備

・ZEB化のため、適切な照明制御を行い、消し忘れ防止や一括点滅を可能な様にリモコン制御方法を採用します。

・高天井となるメインアリーナ、多目的ホールは無線調光制御方式とし、昼光センサー制御だけでなく、イベント

時の暗転等の明るさ調整も可能とします。

・主要室の制御方法は下記によります。

電気設備計画概要(1)
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３．通信設備計画

（１）構内交換用配線設備

・架空にて構内１号電柱に引込、以降地中にて通信線を引込可能な管路を設置します。

・NTT用のメタル、光ケーブル用に加えて、小郡市通信網系統の引込用配管対応を行います。

必要回線内容については、今後確認を行います。

・通信引込配管は、事務室の総合盤内のMDFまで配管を行います。

・電話交換機は、事務室の総合盤内にスペースを確保します。（電話交換機・電話子機は別途工事）

・通信線共用のケーブルラックを事務室と各端子盤間に敷設して、配線ルートを確保します。

・各エリアの端子盤を経由し、各室のモジュラージャックまで至る配管配線を本工事とします。

（２）構内情報通信網配管設備

・施設内のスイッチ等の機器類とLANケーブルは全て別途工事とし、必要諸室への配管対応を行います。

（LANケーブルを本工事とする場合は、仕様をCat６とします）

・事務室の総合盤内にネットワーク機器スペースを確保します。

・小郡市内の公共施設と同様に、来館者用の公衆無線LAN（Wi-Fi）対応を想定しますが、通信キャリア

がアクセスポイントを設置するケースが多いことから、配管対応を本工事対象とします。

・小郡市公共施設予約システムの導入、券売機を含めた建物側の対応については、必要箇所と事務室を結

ぶLAN配管ルートの整備を行います。

（３）情報表示設備

（3-1）電気時計設備

・事務室に親時計を設置して、必要室に子時計を設置します。（諸元表にて確認）

・競技中の時間確認用として、メインアリーナ、多目的ホール、武道場には視認性のよい大型の電気子時

計を設置します。

（3-2）デジタルサイネージ設備

・各棟のエントランホール付近にモニター表示を行う想定で、電源・配管対応を行います。

（４）放送設備

・消防法に基づき、非常放送設備を設置します。

・主装置は事務室に設置し、全館放送や放送エリアを限定した業務放送も可能とします。

・隣接するメインアリーナは、非常放送用スピーカーを兼用して合理化したシステム構成とし、事務室で

もメインアリーナ内でも音源操作や音量調整が可能とします。

・メインアリーナ用のスピーカーは、個別に音量・音質の調整を行うことで音響障害を出さないシステム

とします。

（５）映像音響設備

（5-1）多目的ホール

・講演、イベント、パブリックビューイング等の様々な用途に応じて、メインアリーナより求められる機能が多様

なことから、個別の映像・音響システムを設置します。

・スピーカーシステムは天井配置に加えて、舞台側に移動式スピーカーを接続可能とすることで講演利用時や式典

の際に、前方の話者や演者への集中力を高めます。

・映像は、大画面の300インチスクリーンに、反対面の壁面に埋め込んだプロジェクターから画像を投影します。

＜主要な機器構成＞

・音響設備：アンプ、天井スピーカー、移動式スピーカー、有線マイク、ワイヤレスマイク等

・映像設備：プロジェクター＋スクリーン、BD/DVD、PC接続端子等

電気設備計画概要(2)
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（5-2）活動室・会議室

・面積が大きい活動室(1-1)は単独の音響映像設備を設置し、連結利用が想定される活動室(2-1)、

(2-2)、会議室(2-1)は全体利用が可能な音響映像設備を設置します。

→　2階諸室は、活動室(2-2)を基本として放送エリアを加えていくシステムを想定。

（各室で分割した個別利用を可能とするには、過剰なシステムとなってしまう。）

＜主要な機器構成＞

・音響設備：アンプ、スピーカー、有線マイク、ワイヤレスマイク等

・映像設備：大型モニターもしくはプロジェクター＋スクリーン、BD/DVD、PC接続端子

（６）誘導支援設備

（6-1）インターホン設備

・事務室に親機を設置し、メインアリーナ主入口、多目的ホール主入口、各搬出入ヤードに子機を設置

し、来館者、搬入業者との通話を可能とします。

・多目的棟のカウンターでも受付対応が可能な様に、副親機を設置して各所との通話を可能とします。

（6-2）非常呼出設備

・バリアフリートイレ、授乳室、みまもり室に呼び出しボタンを設置し、事務室の親機に表示します。

・現地の異常表示灯はスピーカー付きとすることで、周辺の職員や利用者の対応を促します。

（6-3）誘導案内設備

・バリアフリートイレに視覚障がい者用の音声による誘導案内設備を設置します。

・人感センサーにより起動し、音量調整や多言語（英語等）の設定が可能とします。

（７）テレビ共同受信設備

・屋上に地上波アンテナとBSアンテナを設置し、必要諸室にてTV番組を視聴可能とします。

・変調器を経由してメインアリーナ、多目的ホール等の監視カメラ映像を接続することで、テレビ端子

が設置されている室で競技中の映像を視聴可能とします。

（８）防犯設備

（8-1）監視カメラ設備

・施設の防犯性能に配慮し、メインアリーナ、多目的ホール、武道場、弓道場、ホール等の共用エリア、

搬出入ヤードに監視カメラ設備を計画します。

・主装置モニターは、事務室に設置します。

・録画映像保有時間は20日程度とします。

（8-2）入退室管理設備

・少人数で容易に施設運用を可能とする為に、電気錠による出入り管理を行います。

・事務室に電気錠制御盤を設置し、出入口扉の遠隔施錠解除を可能とします。

・カードリーダーによる操作扉は、通用口のみを想定します。

・貸出対象室の扉は、一般利用者へのカード貸出対応が煩雑になると予測されることから施錠状態の管理

程度を想定します。

　（セキュリティーレベル図と合わせて運用方法を確認します）

（8-3）機械警備用配管設備

・夜間、休日の防犯のために機械警備設備用空配管を計画します。

（９）自動火災報知設備

・消防法に基づき自動火災報知設備を設置します。

・受信機は事務室に設置します。

４．構内配電・通信設備

（１）構内配電設備

・敷地内に構内引込柱を建柱し、架空引込にて2階電気室まで高圧電力引込を行います。

・電気自動車用の充電設備を設置します。（小郡市の公共施設への設置方針と調整）

（２）構内通信設備

・電話、光ケーブルなどの別途通信事業者による引込に対応するため、構内引込柱から事務室の総合盤ま

での通信引込対応を行います。

電気設備計画概要(3)
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